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内容
• 日本気象学会、気象集誌の紹介
• 気象集誌のJournal Impact Factor
• プレゼンス向上の取り組み



公益社団法人 日本気象学会について
http://www.metsoc.jp/
• 設立：1882年（明治15年）東京気象学会として創立
• 1888年（明治21年）6月 大日本気象学会
• 1941年（昭和16年）7月 社団法人日本気象学会
• 2013年（平成25年）4月 公益社団法人の認定
• 会員数 約3,500名（2018年7月現在）
• 刊行物

• 天気：和文機関誌、一部JSTAGEに搭載開始予定
• 気象集誌：英文論文誌、JSTAGE搭載、団体会員に冊子体を頒布
• SOLA：英文レター誌：JSTAGE搭載
• 気象研究ノート： 和文解説誌



気象集誌
Journal of the Meteorological Society of Japan
• 刊行開始 1882: 第一輯として 1922年まで
• 1923より第二輯として刊行、2018年現在 第96巻
• 通常号年６号、特集号（通常号の一部として）、特別号（年１-2巻程度）
• 全編英文
• スコープ

気象学に関する広範なテーマを対象とする。特に、アジアモンスーン、気候モデル、
領域モデル研究に特徴．観測，同化，化学，地域気候，地球流体力学等。台風や豪
雨などのシミュレーション研究、数値天気予報の研究が多い。

科学的新規性、気象および関連分野の科学的理解の促進に寄与する技術的開発
• 投稿者

気象学会会員・非会員を問わない
気象庁職員による投稿
研究を主務としない研究者や発展途上国からの投稿料免除



JMSJの10の特徴
1. 広範な気象学の研究分野がスコープ
2. 多様なタイプの論文

科学的新規性・技術開発、Article, Notes and 
Correspondence(速報、質疑応答）、招待レビュー論文、
データ付き論文(電子補助ファイルの利用）

3. オープンアクセス、全論文がフリーでダウンロード
可能

4. 比較的安価な掲載料(APC)
カラー図版、ページ数に関わらず固定価格

5. 比較的迅速な査読プロセス
レビューは一か月以内、Notes and Correspondenceは4か
月以内に査読終了

6. 早期公開
受理後直ちにDOIを発行、電子版を直ちに公開

7. 特別号・特集号。招待レビュー論文
8. 気象集誌論文賞

若手研究者の投稿について教育的配慮
9. 1882年依頼の長い歴史
10. WEB広報、SNS等による論文のプロモーション



気象集誌の特徴
• 多様な論文タイプ

• Notes and Correspondence
• 速報
• 質疑応答

• Invited Review Articles 招待レビュー論文
• 電子補助ファイル(50MB上限)の利用の促進：データ付き論文等

いわゆる、「データ論文」ではない。
• 姉妹紙SOLAとの連携

• JMSJ Article
• JMSJ Notes and Correspondence
• SOLA (Scientific Online Letters on the Atmosphere)



気象集誌の特徴
• 歴史が長い．(1882年創刊)
• 論文の良い点をくみ上げようとする査読プロセス
• JMSJ論文賞
• 比較的迅速なreview：査読は一か月、改訂は3か月．Note は4カ月
ルール．

• 迅速な公開：受理後直ちにDOIを付番、電子版を即座に早期公開
• 編集委員会システムを採用。合議で採否を決定。

• 会員の研究発表の場としてのプラットフォーム。
• 安定性が重要。
• 国際的に高品質な品位のある専門誌としての地位を保つ。



論文数、ページ数
http://jmsj.metsoc.jp/statistics/index.html



評価指標
http://jmsj.metsoc.jp/statistics/index.html



Journal Impact Factor (Clarivate Analytics)

Copyright © 2017 Clarivate Analytics (Thomson Reuters)



Journal Impact Factor (Clarivate Analytics)



Journal Impact Factor (Clarivate Analytics)
• DORA (San Francisco Declaration on Research Assessment) 

https://sfdora.org/read/
“the need to eliminate the use of journal-based metrics, such as 
Journal Impact Factors, in funding, appointment, and promotion 
considerations”

• JIFの問題は認識しつつも、留意せざるを得ない。
（公式な）目標とすべきではない。
 JIFの短期的な増減に一喜一憂すべきでない、5年IFの方がより適切。
 JIFを上げるための方策を考えることは、Journalに活力を与える。

https://sfdora.org/read/


JMSJの目標
• Tier 1: Nature+Science系, PNAS
• Tier 2: 欧米の有力誌：American Geophysical Union(AGU), 

American Meteorological Society(AMS)系, EGU系
• Tier 3: JMSJ, Climate Dynamics, QJRMS
• 新興ジャーナル: Adv. Atmos. Sci.(中国), JAMES(AGU), 

Current Climate Change Reports

Tier 2に食い込むための努力を継続。実際にはなかなか難しい。
欧米の研究者がJMSJに当たり前に投稿するようにはなっていない。
欧米のスタンダードの運営



JIF ランキング 2017 (Meteorology, Atmospheric Science)
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JIF向上への取り組み
• 雑誌の質の向上を主目的とする

品質の高い論文を多く掲載する
品質の低い論文を掲載しない

• 品質の低い論文が掲載されることはジャーナルの致命傷になる
• 著者が気にすること

投稿のしやすさ、査読・出版の迅速性
掲載論文が、他の研究者の目にふれること
査読の公平性・専門的見地からの妥当性
組み版の正確性、品質
費用の安さ

• 技術的方策
高引用論文をコンスタントに掲載
ゼロ引用を減らす

• まず、著者自身による引用を奨励
cf. 著者自身の1年以内の投稿はAPC減免。

• 著者自身による宣伝：SNSによるretweet等を期待
呼び水効果によるVisibility の向上。
実際には、JMSJのSNSでのアナウンスに著者自身が応答することは多くない

• 編集事務局による広報



プレゼンス向上の取り組み

• Journal web: 
http://jmsj.metsoc.jp/

• SNS: Facebook, Twitter, RSS
• Altmetrics
• Graphical Abstract の作成、紹介
• Cited Alert :

引用文献の著者に出版論文を通知
（手作業、現在休止中）
有償サービスも存在(Clarivate Analytics)

https://www.facebook.com/jmsj.metsoc/

https://twitter.com/JMSJ_metsoc

http://jmsj.metsoc.jp/


Journal web: http://jmsj.metsoc.jp/

http://jmsj.metsoc.jp/


Altimetrics (JSTAGEの新機能)：最多被引用論文 Kobayashi et al. (2015) の場合



Altimetrics (JSTAGEの新機能)：一般的な論文の場合



今後の取り組み：
以下の方策を通じて、JMSJ/SOLAのさらなる国際情報発信を強化
し、両誌の質の向上を図り、気象学分野を国際的にリードする専門
紙としての地位を確立する。

1. 従来、取り組んでいなかったJMSJ、SOLAの両誌の密接な連携を図る。
2. CC-BY 4.0 のもとでの完全Open Access化を実現。
3. 独立採算化のためArticle Processing Charge(APC)を新設。
4. 広報体制を拡充し、2誌の連携によりvisibilityの向上を図る。
5. 査読、出版プロセスの迅速化。
6. 招待論文、特集号・特別号、国際会議開催等の戦略的な推進。
7. データ付き論文、技術開発論文、速報ノート等の論文の投稿を促進。
8. JMSJ/SOLA合同運営委員会を通じた体制強化。



ジャーナルコンサルティングの利用
• INLEXIO: https://www.inlexio.com/
• 2015年より依頼、年度契約
• WEBのコンサルティング、英文校正
• Guide for Authors の整備、英文校正
• Open Access への移行 2018
• 倫理規程、諸規程のアドバイス
• 広報のアドバイス

“I thank INLEXIO for the report which improved the journal and enabled us to 
enhance our visibility. I was delighted to receive the recommendations by 
INLEXIO on our journal web pages and various documents including the Guide 
for Authors. In addition, INLEXIO provided valuable editorial advice so I as 
Editor-in-Chief can focus on scientific aspects of submitted papers.”
Society Journal Editor-in-Chief, Japan

https://www.inlexio.com/


Open Access
• Open Accessに正式に移行(2018)
• DOAJ(Directory of Open Access 

Journals)に再登録: 2018.4.28
• CC-BY 4.0 (Creative Commons)の導入。

LTP(License to Publisher), APC(Article 
Processing Charge)の規程整備。

• Free access から Open Access へ。

https://doaj.org/
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja


Article Processing Charge (APC)
• 論文に関する経費の縮減：個人会員向けの冊子体の無償配布を廃止。団体
会員向けには継続。掲載料の大幅な低減が可能に。

• カラー図版、ページ数に関わらず、定額のAPCを導入。
• 年度末の決済が楽に。
• インセンティブのある投稿料の低減策。
• 1年以内に投稿する論文に関して減額（5万円）。
• 研究を本務としない機関の職員からの投稿、発展途上国からの投稿は免除。
• Invited Review Paper は無償。
• 科研費の補助がなくても、自立した収支計画を設立。

• 編集スタッフ二名体制を維持：投稿から出版までのフロー業務、広報業務。
• 将来的には、数年間の収支とAPCを連動。さらなるdiscountを図る。
• 課題：一定数の掲載論文の数が必要。掲載数が多ければ、discountが可能。



編集委員会
• 学会の中堅の研究者で編集委員会を構成

アクティブかつ国際的に活躍する研究者
他のジャーナルの状況をよく知っている

• Editor に期待すること
Editor自らがJMSJの宣伝パーソン・大使として
の意識をもってもらう

自ら論文投稿、学生・研究員の投稿の奨励
特別号・特集号の企画
国外における宣伝
国外の研究者への招待レビュー論文の依頼
査読は、少なくとも一名は国外へ依頼。学生の
投稿論文は、有名研究者に目が触れるように配
慮。

• 年2回の学会中に委員会開催。新期（2年
毎）に新任向けの委員会。

• 現在34名、担当数：年3-5本。
• 任期：2年毎更新、できるだけ長く。

http://jmsj.metsoc.jp/editors/index.html

http://jmsj.metsoc.jp/editors/index.html


今後の課題
• 学会の安定的なプラットフォームとして、「時代の要請に応じて変革」
• 商業誌・新興ジャーナルとの競合
• 学会員のニーズの把握・対応
• 投稿料の低減化と独立採算制の確保
• 国際化対応

質の高い論文の投稿の促進
質の低い投稿の増加への対応

• 若手研究者の投稿論文の教育的対応
• 特集号・特別号の企画促進
• Invited Review Paper の促進
• Visibilityの向上
• Journal Impact Factor 等の指標の向上
• JSTAGEへの期待
• 編集委員会システム、編集委員のコンセンサスの共有：サイエンスによりフォーカス
• 規程の整備
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